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　日ごろの生活の中で、自分の力だけでどれだけ努力したとしても、形に現れないことがあります。自分の力
だけで何ともならないことは、誰かの力を借りて乗り越えなければなりません。
　すべての人に対して分け隔てなく接することができる人と、分け隔てをして接する人から協力を要請され
た時に、みなさんはどちらの要請に応えたいと思うでしょうか。前者と後者では接し方に違いが出てこないで
しょうか。日ごろから困っている人のために、自分の力と時間を費やしているかどうかで、信頼関係は異なって
くるのです。
　日ごろから自分のことだけでなく、周りの人々の気持ちを考え、分け隔てなく行動に移すことの積み重ね
で、自分が求めていた以上の満たされた関係を築いていくことができるのです。
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チャレンジする学生
Students to Challenge

受け、「金メダルを取りたい」と思いました。競技を始めてみたも
のの、結果に結びつけることができず、小学校、中学校の時は、納
得のいく成績は出ませんでした。努力が実を結び始めたのは高校
2年の時でした。北海道選手権で優勝し、続く全日本選手権では8
位の入賞でした。高校3年の時には、JOCジュニアオリンピック
カップ2017全日本ジュニアスキー選手権大会フリースタイル
競技で優勝を果たしました。

循環農学類2年
小山　貴史（19歳）
札幌市出身 北海高等学校卒

悲願の日本代表に！ 世界3位！

小山：スキーは3歳から始めました。小さい頃はただ滑るのが楽
しかった！スキーの練習を重ね、小学校5年からモーグル競技を
始めました。きっかけは、2010年バンクーバーオリンピックの
フリースタイルスキー男子モーグルで、遠藤尚さんが19歳で日
本人男子初の入賞を飾ったことです。当時この試合を見て刺激を

小学５年で金メダルを目標に！

気持ちを切り替えた全力の滑りで結果を引き寄せる！

小山：結果を出してからは、もっと勝ちたいと思うようになってい
ました。コーチの指導だけではなく、自分で考えて滑る。いろいろ
と試す。この繰り返しが大切だとわかったんです。モーグルは、た
だコブを滑るだけではなく、スピードやエアを競う競技です。見て
いる人も楽しめるスポーツだと思います。デュアルモーグルのよ
うに勝ち負けのシーンがハッキリしていることも好きです。また、
スピードが出て、こわい部分もあるけれど、そのギリギリの中で、
自分の限界を突破でき、さらに結果が出た時の達成感が一番です
ね。今大会以外でも昨シーズン、ワールドカップへの登竜門といわ
れるノースアメリカンカップでは、2位表彰台に上がりました。海
外選手とわたりあえると実感できた瞬間でした。

どうして勝てるようになったのか、
自問自答する日々に答えがあった

小山：今後については、もちろん金メダルは取りたいです。ただそ
の先の夢は農家です。農業体験がきっかけで農学を学びたいと思
い、本学を志望しました。現段階の二刀流は難しく、夏休みに農場
実習がありますが、来季より日本代表に選考されたこともあっ
て、夏合宿やスイスでの秋合宿に参加して、今はモーグルに打ち
込みたいです。そしていつか「金メダリスト農家」としての二刀流
を叶えたいと思っています。

将来の夢は二刀流スキーヤー！？

　4月14、15日の両日にスウェー
デンのオーレで開催されたフリー
スタイル競技世界ジュニア選手権
において、循環農学類2年の小山
貴史さんが、デュアルモーグル男
子で3位となり表彰台に上がりま
した。

Rakuno Gakuen University

Green Stage　～オープンキャンパスを企画・運営する学生スタッフ～

聖句  お互いの間でも、すべての人に対しても、いつも善を行うよう努めなさい。
テサロニケの信徒への手紙Ⅰ　５章15節
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　今回参加したのは国際スキー連盟(FIS)が主催するフリースタ
イルスキーの世界選手権で、世界17カ国から19歳以下の45人
の選手が参加しました。小山さんにとっては最後のジュニア戦と
なり、世界各国の選手た
ちと堂々と競い合いま
した。
　大会初日は11位で予
選から決勝には進めま
したが、スーパーファイ
ナルへの進出はできま
せんでした。雪辱を果た
すべく、気持ちを切り替
えて挑んだ翌日は、スー
パーファイナルに進出
し、見事3位に輝きまし
た。
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　酪農学園の活動にご支援をいただく皆様に心から

感謝を申し上げます。酪農学園は建学の精神に基づ

き、国民が求める人材を世に送り続けてきましたが、

さらに「2020年に向けた経営計画～生き残る酪農学

園に向けて～」の計画に沿って、その具現化に務めて

います。附属とわの森三愛高等学校では新しく西田

丈夫校長を迎え、新たな教育体制の充実を図ってお

ります。一方、大学はフィールド教育研究センター

（FEDREC）ならびに附属動物医療センター（AMC）

の施設・設備および教職員の充実を図ってきました。

また、学園、大学および附属高校の事務組織体制も

社会の動きに合わせて効率性を求めつつ改革に取り

組んでおります。

　2017年、文部科学省は「大学設置基準等の一部

を改正する省令の公布について」を公表しました。改

正の趣旨は、教員と事務職員等とが教職協働（連携

体制）に取り組み、かつ事務組織に関わる規程や教職

協働に係る規程の整備を行うことを求めています。こ

の教職協働は、教員と事務職員等が対等な立場で取

り組むことであります。この法改正を踏まえて、学園で

は教職協働の実施に向けて、事務組織の一部の改組

を始めました。大きなところでは、入試広報センター

（入試課と広報課）と社会連携センター（地域連携課

と国際交流課）の設置であります。入試広報センター

は、大学ならびに高校も含めた学生募集のより機能

的な組織作り、情報のインプットとアウトプットが相互

連動する体制作りを目指します。社会連携センター

は、社会との接続を強く意識した大学の知財・人材の

活用を主眼としたユニバーサル活動を目指します。今

年度から酪農ジャーナルの電子版（大学ホームペー

ジ）を公開しました。学園支援者で作り上げていく仕

組みになっています。ぜひご活用いただきたいと思い

ます。今後とも、教員組織との連動性を主眼に組織の

充実を図ってまいります。

理事長　谷 山  弘 行

教職協働に資する
　　事務体制の構築に向けて
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この４月に附属とわの森三愛高等学校
校長に就任された西田校長から一言

これまでの高大連携を踏まえて
10年後の構想を教えてください

大学附属高校の使命とは？

高大一貫プログラムで全人教育を目指す！！

お二人から卒業生に一言

（西田校長）
　附属高校の役割は、大学を目指す意識を高校生の段階から共有
させ、多くの生徒が高大一貫・連携教育のもと、建学の精神を具現
化できる有為な人材となって社会に巣立ってゆけるように導くこと
にあると考えています。
　日本の繁栄には１次産業を根幹に置くこと。農業を栄えさせるこ
と。そしてもう一つ、歴史的視点から見ても教育を充実させることが
重要です。だからこそ、酪農学園の建学の精神を持った実践者を育
てていきたいですね。農業科を有する附属高校がある私立大学は
日本では他にありません。そこで特に伸ばしたいのは教職課程で
す。教職課程で学園の建学理念を継承した農業や理科、公民の高
校教諭を育て、農・食・環境や生命を軸にさまざまな分野で社会に
貢献できる人材の育成を願っています。
　農業はとわの森三愛高校で、農学・獣医学は酪農学園大学で学
ぶ。それには学園全体がもっと魅力を発揮して全国、特に首都圏か
らも本校に来てもらい、大学に進学してもらいたいですね。

　私たちもこの酪農学園の卒業生です。卒業生としての使命は、酪
農学園イズムを具現化すること。引いてはそれが母校の発展につ
ながります。21世紀を生きる子どもたちのため、環境づくりが大切
だと思っています。例えば教員への英語研修制度の導入や留学生
の入寮など、英語でのコミュニケーション能力を持つことが必要に
なってきます。ですから、古き良き時代の酪農学園として思い出を
美化するのではなく、発展するために叱咤激励をしてほしいと願っ
ています。そして、「酪農学園人」の育成に尽力し、みなさんの期待
に添えるよう、魅力ある学園づくりに努めてまいります。

西田　丈夫　校長

　2009年2月に高大一貫教育
に関する関係者会議が始まって
います。このときは大学の附属高
校化に伴う高大一貫教育を掲げ
ています。
　一貫とは、高校３年間と大学４
年～６年間を通して酪農学園の建
学の精神を持った「酪農学園人」
の完成形を目指すものです。最終
的には高大一貫を目指しますが、

その最初のステージが連携強化です。
　現在実施している連携強化では、高校の授業で大学の教職員が
連携授業を行っていますが、大学進学時に単位は認定されません。
高大一貫となれば、高校生に大学の授業を履修してもらうことで、
単位認定は可能と考えています。すなわち、「高大一貫プログラム」
を構築することです。

竹花　一成　学長

　今後、少子高齢化が進んだとき
に、漫然としていては私学としての
存在価値が問われる時代が訪れま
す。その時に慌てないためにも、しっ
かりとした経営をします。今まで培わ
れてきた附属高校としての役割を
一層高められるよう、高大一貫・連
携を軸として他の高校にはない「ナ
ンバーワンよりも、オンリーワン」を
目指します。

　この環境下で、現体制を維持するためには、思い切った意識改革
と戦略が必要です。学園全体でその危機感を共有し、新しい生徒募
集体制を具現化していきます。本校の特色「建学の精神」「大学附
属」「キャンパス環境」「全日、通信制の併置」「農・食・環境」「伝統と
実績」「多様な学びの道」などを、しっかりとした魅力に転換すること
が重要です。この転換が目に見えたとき、オンリーワンが実現する
と確信しています。

月刊誌として発行してきました「酪農
ジャーナル」が電子版に生まれ変わ
りました。
動画も使って酪農経営にプラスにな
る情報を発信中!!

酪農PLUS＋がスタート！

https://rp.rakuno.ac.jp/
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2017年度学位記授与式 2018年度入学式

　2017年度学位記授与式が3月16日、本学体育館にて行われ、
保護者や教職員が見守る中、768名が学び舎を巣立ちました。

乳房炎を防げ！730枚の布でウガンダ支援

　2018年度入学式が４月５日、本学体育館にて行われ、新入生
804名が式典に臨みました。

酪農学園大学ワイン第2号が完成

第69回（2017年度）獣医師国家試験結果

本学
全国

124名
1,277名

117名
1,128名

94.4％
88.3％

機農コース

　4月13～14日、静岡県御殿場で開催された「第9回 全日本ブ

ラックアンドホワイトショウならびに2018セントラルジャパンホル

スタインショウ」 に出陳した「トワノモリ MF マッカチェン ハルミル 

ET」が１部の4位となり、優秀学校賞を受賞しました。リードマンコン

テストでは、高校2年生以下の部で、1位の竹中徳明さんを筆頭に

上位6名を本校生徒が独占。高校3年生以上の部では前嶋拓夢さ

んが1位に。2位、3位も本校卒業生が獲得する素晴らしい成績を収

めました。

総合進学コース

　２年生では、学校設定科目「探究基礎・活用」が始まりました。最

初のテーマは、「地域創生と地域貢献」。本校のある江別市は魅力

満載の地域ですが、若者視点で「新たな魅力」を発信するお手伝

いを微力ながらできればと考え、産業・レジャー・グルメ情報などが

載った、えべつガイド「とわ散歩」を作成しています。地域創生につ

いては、江別市役所の岡村氏、広報誌については、総合商研（株）

の藤森氏らを講師にお招きし、レクチャーをしていただきました。

フードクリエイトコース

　フードクリエイトコースでは、昨年度、ホテルエミシア札幌とのコ

ラボ企画として、「ランチメニュー」を2種類考案しました。夏野菜に

よく合い、美容や健康に良い3種のソース（梅とクリームチーズ、豆

乳味噌、アボカド）と身体内外から「キレイ」にすることをテーマに鉄

分、食物繊維、ビタミン群を豊富に含んだ「デトックスランチ」を商品

化し、大好評をいただきました。今年度も新たなメニューを企画中

で、完成は8月の予定です！

獣医・理数コース

　高大連携教育の一環として、今年度から薬剤耐性菌に関する課

外授業を年間を通して展開しています。５月には、獣医系大学で初

となる治験受託機関である動物薬教育研究センターの田村豊セ

ンター長の講義聴講や細菌培養実験を行いました。全世界共通の

問題でもある薬剤耐性菌の学びを深めることで、論理的思考や課

題解決能力を一層身につけ、獣医学はもちろん、自然科学分野で

のリーダーとなる人材育成を目指しています。

受験者数 合格者数 合格率

第32回（2017年度）管理栄養士国家試験結果

本学
全国

38名
17,222名

38名
10,472名

100.0％
60.8％

受験者数 合格者数 合格率

730枚の布が集まりました！

　2016年度に続き、
2017年に収穫した
ブドウを使った「酪農
学園大学ワイン」第2
号1,200本が完成し
ました。
　３月１日にはホテル
エミシア札幌におい
て完成報告会を開催し、学内外の関係者約40名が出席して研究
発表や試飲が行われました。

　本学がウガンダで
実施中のJICA草の
根事業「ムバララ県
安全な牛乳生産支援
プロジェクト」では、搾
乳場所に布を運び、
牛一頭につき一枚の
布で乳頭を拭くこと
で乳房炎を防ぐ「モバイル一頭一布」に取り組んでいます。全国か
ら善意で集められた布を3月に酪農家に送り届けて来ました！
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活躍する同窓生
Active Alumni

カプセルの中身は何だろな？「進化するサブカルチャー」
ガチャガチャ回して世界を面白く！
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　高校の時に「大学マガジン」という雑誌に〝バンカラ大学寮特集″みた
いなのがあって、たまたま酪農学園大学の創世寮が出ていて興味を持ちま
した。それまで北海道には一度も行ったことはありませんでした。実家は
公務員で農業とは関わりがなかったんですが、叔父がブラジルの開拓団
だったこともあり酪農に興味はありました。大学時代は創世寮に２年間お
世話になりました。またラグビー部にも所属して青春していました。大学
卒業後は自分が何をしたいのか分からないまま、いろいろな会社を受けま
したがどこも落ち続けて、たまたま受けたアパレル関係の会社に入社しま
した。
　その後、三井物産の子会社に転職しました。その時にコンビニで飲料
キャンペーンの「景品戦争」が起こり、例えばペプシマンのフィギュアが大
流行し、ボトルキャップをこぞってコレクションするブームを仕掛けてい
ました。その真っ只中で仕事をしていたのですが、ある日その景品部門が
清算され途方に暮れていた時に「じゃあ独立しよう！」とこの会社を興し
たのが36歳の時でした。

酪農学園大学を選ぶ

日本独自の文化ガチャガチャ
　ケンエレファントはこのガチャガチャが主力商品ですが、他
にも本の出版を手掛けたり、ちょっとエコな部分ではいろいろ
な産業の廃材、例えば車のシートベルトやアクリルなどのリサ
イクル（私たちはアップサイクルと呼んでいます）小物を作る
事業も手掛け、ようやく軌道に乗ってきました。また古くなっ
た建物を利用してミュージアムを作り、それを地域再生の柱に
したり、さらに今後は創業100年を目指して長期的な戦略を
練っています。また従来のガチャガチャを利用した「おみやげ」
を世界中に展開したい。旅の思い出を形にしたいですね。

ケンエレファントの未来

　今、自分が何をしたいのかわからない!!!と自分探しの旅をし
ている後輩諸君!!!今すぐ自分探しはやめなさい！今自分が
やっていることが、自分のしたかったことです。反論はもちろ
んあると思いますが、僕は会社がつぶれるときに気が付きまし
た。今の自分にとりあえず全力投球してください。必ずうまく
いきます。
　もし本気で、世界を面白くしたいと決心した人がいたら、ぜひ
とも僕にメールをください。ともに世界を面白くしましょうよ!!!

酪農学園の後輩に一言

内藤食品工業応援ステッカー
株式会社　ケンエレファント

石山 健三 さん
酪農学部　農業経済学科　1986年卒業

い し　や ま け ん　ぞ う

■ 昭和37年8月11日生まれ
■ 出身地：神奈川県川崎市
■ 出身高校：世田谷学園高等学校
■ 会社概要：カプセルフィギュアからジオ
　 ラマまで手掛け、ソフビ工場、出版、イベ
　 ント、NPOも運営。

プロフィール

　ゲームセンターや空港などで見かける丸
いカプセルの中に入ったミニチュア。
　一度は「ガチャガチャ」とハンドルを回し
たことがあるのでは？今回はそのガチャガ
チャの企画製造販売を手掛けている株式会
社ケンエレファントの代表取締役 石山健三
さんを伺いました。

　僕は最初からフィギュアやミニチュアに興味があった訳では
ないんです。手先は不器用だし体育会系だから（笑）。でも景品の
フィギュアを作る時にそのフィギュアの背景など色々調べたり
するんです。すると俄然興味が湧いてきてもっと知りたくなる。
それが楽しくなって今日に至っているような感じですね。うち
の会社では運営方針といいますか、大切にしているものが３つ
あります。１つめは「世界中のあらゆるモノをミニチュア化す
る」。２つめは「世界中のおみやげをつくる」。３つめは「他の人が
やらないことをやる」です。
　上野ではおみやげの直営店を展開しています。おみやげ（名
物）というものは最初からあるものではなくて、長い時間をかけ
て「これこそがここの名物なんだ」というのを宣伝してはじめて
名物になるものもあると思うんです。それをミニチュア化する
ことでさらにうちにもビジネスチャンスが回ってくる（笑）。普
通このようなフィギュアは発売して１か月でもう飽きられる。
しかし「おみやげ」としてなら息の長い商品展開が出来ます。７
年くらい前に新千歳空港に「初音ミク」のガチャガチャを置かせ
てもらって、今では名物の一つになりました。鉄道モノも根強い
人気があって、JRなどとタイアップし
て、列車が走っている風景のジオラマを
作り、商品展開しています。
　最近は外国人の観光客がどこの観光地
に行ってもたくさんいます。特に中国の
方は運試しが好きなようで、このガチャ
ガチャが大人気です。成田空港や主要な
空港でも皆さん回してくれます。このガ
チャガチャは日本が発祥ですが、今や中
国でもたくさんガチャガチャの自販機が
並んでいて日本より売れています。

季節や流行にあわせて様々な革製品を製作する際に、余ってしまうレザー端材を1つの
繋がるパーツにくり抜き、それらを組み合わせてつくられた１点物のレザーシリーズ
です。
通常の製品では出会う事の無かったレザー同士が、1つの共通のパーツによって連結さ
れ、新しいモノへと生まれ変わります。

SAHALA Series

シートベルトは素材としての
強度はもちろんですが、実は
見た目にも美しい素材です。
いろいろな織り方があり、光
沢感で高級感さえ感じられ
ます。そんなシートベルトの
素材感を活かした蝶ネクタ
イです。

Seat belt bow tie
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ガチャが大人気です。成田空港や主要な
空港でも皆さん回してくれます。このガ
チャガチャは日本が発祥ですが、今や中
国でもたくさんガチャガチャの自販機が
並んでいて日本より売れています。

季節や流行にあわせて様々な革製品を製作する際に、余ってしまうレザー端材を1つの
繋がるパーツにくり抜き、それらを組み合わせてつくられた１点物のレザーシリーズ
です。
通常の製品では出会う事の無かったレザー同士が、1つの共通のパーツによって連結さ
れ、新しいモノへと生まれ変わります。

SAHALA Series

シートベルトは素材としての
強度はもちろんですが、実は
見た目にも美しい素材です。
いろいろな織り方があり、光
沢感で高級感さえ感じられ
ます。そんなシートベルトの
素材感を活かした蝶ネクタ
イです。

Seat belt bow tie
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※本紙の内容を無断で複写・複製（コピー）することを禁じます。

　日ごろの生活の中で、自分の力だけでどれだけ努力したとしても、形に現れないことがあります。自分の力
だけで何ともならないことは、誰かの力を借りて乗り越えなければなりません。
　すべての人に対して分け隔てなく接することができる人と、分け隔てをして接する人から協力を要請され
た時に、みなさんはどちらの要請に応えたいと思うでしょうか。前者と後者では接し方に違いが出てこないで
しょうか。日ごろから困っている人のために、自分の力と時間を費やしているかどうかで、信頼関係は異なって
くるのです。
　日ごろから自分のことだけでなく、周りの人々の気持ちを考え、分け隔てなく行動に移すことの積み重ね
で、自分が求めていた以上の満たされた関係を築いていくことができるのです。

とわの森三愛高等学校　宗教主任　肥田 信長聖句解説 Vol.146
2018.7.15
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チャレンジする学生
Students to Challenge

受け、「金メダルを取りたい」と思いました。競技を始めてみたも
のの、結果に結びつけることができず、小学校、中学校の時は、納
得のいく成績は出ませんでした。努力が実を結び始めたのは高校
2年の時でした。北海道選手権で優勝し、続く全日本選手権では8
位の入賞でした。高校3年の時には、JOCジュニアオリンピック
カップ2017全日本ジュニアスキー選手権大会フリースタイル
競技で優勝を果たしました。

循環農学類2年
小山　貴史（19歳）
札幌市出身 北海高等学校卒

悲願の日本代表に！ 世界3位！

小山：スキーは3歳から始めました。小さい頃はただ滑るのが楽
しかった！スキーの練習を重ね、小学校5年からモーグル競技を
始めました。きっかけは、2010年バンクーバーオリンピックの
フリースタイルスキー男子モーグルで、遠藤尚さんが19歳で日
本人男子初の入賞を飾ったことです。当時この試合を見て刺激を

小学５年で金メダルを目標に！

気持ちを切り替えた全力の滑りで結果を引き寄せる！

小山：結果を出してからは、もっと勝ちたいと思うようになってい
ました。コーチの指導だけではなく、自分で考えて滑る。いろいろ
と試す。この繰り返しが大切だとわかったんです。モーグルは、た
だコブを滑るだけではなく、スピードやエアを競う競技です。見て
いる人も楽しめるスポーツだと思います。デュアルモーグルのよ
うに勝ち負けのシーンがハッキリしていることも好きです。また、
スピードが出て、こわい部分もあるけれど、そのギリギリの中で、
自分の限界を突破でき、さらに結果が出た時の達成感が一番です
ね。今大会以外でも昨シーズン、ワールドカップへの登竜門といわ
れるノースアメリカンカップでは、2位表彰台に上がりました。海
外選手とわたりあえると実感できた瞬間でした。

どうして勝てるようになったのか、
自問自答する日々に答えがあった

小山：今後については、もちろん金メダルは取りたいです。ただそ
の先の夢は農家です。農業体験がきっかけで農学を学びたいと思
い、本学を志望しました。現段階の二刀流は難しく、夏休みに農場
実習がありますが、来季より日本代表に選考されたこともあっ
て、夏合宿やスイスでの秋合宿に参加して、今はモーグルに打ち
込みたいです。そしていつか「金メダリスト農家」としての二刀流
を叶えたいと思っています。

将来の夢は二刀流スキーヤー！？

　4月14、15日の両日にスウェー
デンのオーレで開催されたフリー
スタイル競技世界ジュニア選手権
において、循環農学類2年の小山
貴史さんが、デュアルモーグル男
子で3位となり表彰台に上がりま
した。

Rakuno Gakuen University

Green Stage　～オープンキャンパスを企画・運営する学生スタッフ～

聖句  お互いの間でも、すべての人に対しても、いつも善を行うよう努めなさい。
テサロニケの信徒への手紙Ⅰ　５章15節
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　今回参加したのは国際スキー連盟(FIS)が主催するフリースタ
イルスキーの世界選手権で、世界17カ国から19歳以下の45人
の選手が参加しました。小山さんにとっては最後のジュニア戦と
なり、世界各国の選手た
ちと堂々と競い合いま
した。
　大会初日は11位で予
選から決勝には進めま
したが、スーパーファイ
ナルへの進出はできま
せんでした。雪辱を果た
すべく、気持ちを切り替
えて挑んだ翌日は、スー
パーファイナルに進出
し、見事3位に輝きまし
た。


